
 

 

 

 

 

 

添付資料-04 配置動線計画方針 
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BOX700×
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U350×
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U350×
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煤塵測定器

道路センターより左90m

制

八峰町14条地図

能代市14条地図

国
道
10
1号

線

至
　
八
峰
町

至
　
能
代
市

ホンコ谷地線1

ホンコ谷地線2ホンコ谷地線3ホンコ谷地線4ホンコ谷地線5

ホンコ谷地線6

ホンコ谷地線7

ホンコ谷地線8 (埋)

E 沼田線103
T 天神10/4/13

北部粗大ゴミ処理工場

道

道

事業実施区域

可燃ごみ処理棟

渡り廊下

従業者・見学者・
その他来場者
駐車場

北部粗大ごみ処理工場

事業実施区域
出入口搬入車両

出入口
一般車両
出入口

煙突

計量棟

国
道
101号

不燃ごみ・粗大ごみ処理棟

（３）‐④取付道路

各種車両の通行・すれ違いやすさに配慮し、取付道路
は2車線分の幅員を確保できるように拡幅を行う。

（３）‐⑥構内道路（計量棟から周回道路）

ごみ収集車両が安全かつ円滑に搬入出できる動線とする。
処理棟の全周に幅員2ｍの緑地帯と幅員6m（2車線）以上の時計回
りの一方通行の周回道路を設ける。

（２）‐③計量棟

計量棟は1か所とし、ごみの搬入及び退出時の2度計量を行うことができる
配置とする。
車両待機スペースの確保に配慮した計画とする。
搬入・搬出車線ともに、計量機を通過する車線と計量機を通過しない車線
を各1車線設け、片側2車線、計4車線を設ける。

（２）‐①処理棟（配置）

安全面を重視し、爆発事故等によるリスクを分散するため、可燃ごみ処 
理施設及び不燃ごみ・粗大ごみ処理施設は別棟で設ける。
日影を考慮し処理棟及び煙突は可能な限り南側に配置する。
東向き又は西向きの風が強い気候風土的特徴に配慮した計画とする。
冬期の積雪やプラットホーム内臭気の吹き抜けに配慮する。

（３）‐⑤構内道路（取付道路から計量棟）

取付道路を通行する一般車両が搬入車両の滞留に巻き込まれない
よう滞留スペースを設け、待機車両が取付道路に溢れない計画と
する。
誤進入した車両がUターンできる計画とする。

（１）‐①事業実施区域範囲

事業実施区域に示す約5.2haを敷地とする。

（３）‐②緑地帯

敷地の周縁には緑地帯を設ける。
積雪対策及び車両衝突防止のため、処理棟周囲に
可能な限り緑地帯を設ける。

（３）‐①駐車場

取付道路からわかりやすく、アクセスしやすい位置に計画する。
駐車場へのアプローチは搬入出車両と可能な限り早く分離し、待機車
両に巻き込まれない計画とする。

（１）‐②地盤高さについて

能代市津波ハザードマップ上で建設地西側の一部が0.5～3.0mの浸水
深が想定されていることを考慮し、計画地盤高さをTP＝17.5ｍ以上
に計画する。想定浸水は津波によるものであるため、津波のせり上
がりも考慮した計画とする。

（３）‐③調整池

（２）‐⑧調整池降雨水量等に基づき必要な容量の雨水調整池を
整備する。

（２）‐②処理棟（仕様）

可燃ごみ処理棟及び不燃ごみ・粗大ごみ処理棟は渡り廊下
で接続する。
不燃ごみ・粗大ごみ処理棟内のプラットホームに面する位
置に受入貯留ヤードを設ける。
従業員用と来客用のエントランスは別々に設ける。

…搬入出動線

…一般車両動線

…可燃ごみ処理棟動線

…不燃ごみ・粗大ごみ処理棟動線 …事業実施区域

S=1:1500（A3）

凡例 N
…敷地条件に関する方針（１）

要求水準書　設計・建設業務編（案）
P.173～P.174に規定する各基本方針

…計画建物に関する方針（２）

…外構計画に関する方針（３）

配置動線計画方針
上図は「要求水準書　設計・建設業務編（案）」P.173～P.174に規定している施設配置における基本方針（１）～（３）を満たす配置動線計画の一例である。



 

 

 

 

 

 

添付資料-05 周辺インフラ整備状況 
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添付資料-06 地下水について 

  























 

 

 

 

 

 

添付資料-07 不燃ごみ・粗大ごみの処理実績 

  



 
 

不燃ごみ・粗大ごみの処理実績 

 
 

表１ 不燃ごみ・粗大ごみ処理実績 
単位：t/年 

 
 

表２ 処理量に対する搬出量の比率 

 
 

単位 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

（ｔ） 476 462 426 443 455

（ｔ） 529 533 515 546 674

（ｔ） 1,005 995 941 989 1,129

（ｔ） 217 208 188 197 216

（ｔ） 9 10 9 9 7

（ｔ） 267 267 271 298 356

（ｔ） 513 511 473 485 550

（ｔ） 1,006 996 941 989 1,129

搬入量

搬出量

区分

家庭系不燃・粗大ごみ

合　計

鉄分

破砕残さ

合　計

事業系不燃・粗大ごみ

アルミ

可燃物

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 平均

鉄分 21.6% 20.9% 20.0% 19.9% 19.1% 20.3%

アルミ 0.9% 1.0% 1.0% 0.9% 0.6% 0.9%

可燃物 26.5% 26.8% 28.8% 30.1% 31.5% 28.7%

破砕残さ 51.0% 51.3% 50.2% 49.1% 48.8% 50.1%

合　計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

区分

処理量に対する比
率



 

 

 

 

 

 

添付資料-08 処理対象物別の計画ごみ処理量 

  



 
 

処理対象物別の計画ごみ処理量 

 

表１ 可燃ごみ処理施設の処理対象物別の計画ごみ処理量 
 

単位：t/年          

 
 

表２ 不燃ごみ・粗大ごみ処理施設の処理対象物別の計画ごみ処理量 

 
単位：t/年        

 
 

R7年度 12,948 9,500 298 22,746
R8年度 12,656 9,495 295 22,446
R9年度 12,363 9,490 291 22,144
R10年度 12,072 9,486 288 21,846
R11年度 11,781 9,482 284 21,547
R12年度 11,489 9,479 281 21,249
R13年度 11,214 9,477 279 20,970
R14年度 10,941 9,474 275 20,690
R15年度 10,665 9,472 272 20,409
R16年度 10,390 9,470 269 20,129
R17年度 10,116 9,468 266 19,850
R18年度 9,851 9,466 263 19,580
R19年度 9,584 9,465 260 19,309
R20年度 9,320 9,463 257 19,040
R21年度 9,055 9,462 254 18,771
R22年度 8,788 9,460 251 18,499
R23年度 8,539 9,459 249 18,247
R24年度 8,287 9,458 245 17,990
R25年度 8,037 9,457 243 17,737
R26年度 7,786 9,456 240 17,482

年度
家庭系

可燃ごみ
事業系

可燃ごみ
可燃残さ 合計

R7年度 447 518 57 14 1,037
R8年度 438 518 56 14 1,027
R9年度 428 518 54 14 1,015
R10年度 417 518 53 14 1,003
R11年度 407 518 51 14 991
R12年度 398 518 50 14 981
R13年度 389 518 49 14 971
R14年度 379 518 48 14 960
R15年度 369 518 46 14 948
R16年度 360 518 44 14 937
R17年度 350 518 44 14 927
R18年度 342 518 42 14 917
R19年度 333 518 40 14 906
R20年度 323 518 40 14 896
R21年度 315 518 38 14 886
R22年度 306 518 37 14 876
R23年度 297 518 37 14 867
R24年度 288 518 34 14 855
R25年度 279 518 34 14 846
R26年度 271 518 32 14 836

年度
家庭系

不燃ごみ
事業系

不燃ごみ
家庭系

粗大ごみ
合計

事業系
粗大ごみ



 

 

 

 

 

 

添付資料-09 測定管理業務における測定項目・頻度 

  



測定管理業務における測定項目・頻度 

 

表１ 業務期間中の測定項目 

区 分 計 測 項 目 計測最低頻度 

ごみ質  種類組成、三成分、低位発熱量、単位体積重量、元素組

成 
1 回 /月 

燃焼室温度  炉出口温度  常時  

排ガス  

ばいじん  4 回 /年・炉 

塩化水素  4 回 /年・炉 

硫黄酸化物  4 回 /年・炉 

窒素酸化物  4 回 /年・炉 

ダイオキシン類 4 回 /年・炉 

一酸化炭素  4 回 /年・炉 

水銀  4 回 /年・炉 

周辺大気  
二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質（ SPM）、

塩化水素、ダイオキシン類、水銀 [代表地点（ 1 箇所）]
1 回/年 

土壌  ダイオキシン類（佐野区他周辺３区の 4 箇所）  1 回/年 

騒音  騒音レベル（デジベル）（敷地境界 1 箇所） 1 回 /年 

振動  振動レベル（デシベル）（敷地境界 1 箇所） 1 回 /年 

悪臭  臭気指数（敷地境界 2 箇所） 1 回 /年 

焼却灰  

熱灼減量  1 回 /月 

アルキル水銀化合物、水銀又はその化合物、 
カドミウム又はその化合物、鉛又は そ の 化 合 物 、 
 六 価 ク ロ ム 又 は そ の 化 合物、ひ素又はその化合物、 
セレン又はその化合物、 1,4-ジオキサンの溶出量 

2 回 /年 

ダイオキシン類含有量 2 回 /年 

飛灰固化物  

アルキル水銀化合物、水銀又はその化合物、 
カドミウム又はその化合物、鉛又は そ の 化 合 物 、 
 六 価 ク ロ ム 又 は そ の 化 合物、ひ素又はその化合物、 
セレン又はその化合物、 1,4-ジオキサンの溶出量 

2 回 /年 

ダイオキシン類含有量 2 回 /年 

作業環境基準 ダイオキシン類濃度 2 回 /年 

 



 

 

 

 

 

 

添付資料-10 施設見学者数の実績 

  



施設見学者数の実績 

 
表１ 施設見学者数の実績 

 
単位：人     

 
 

単位：団体     

 

年度
区分

学校等 614 496 517 447 591 393 521

視察見学 0 36 81 80 35 144 70

合計　 614 532 598 527 626 537 591

H30H24 H25 H26 H27 H28 H29

年度
区分

学校等 15 19 19 16 21 17 17

視察見学 0 1 3 4 1 5 3

合計　 15 20 22 20 22 22 20

H30H24 H25 H26 H27 H28 H29




